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企
業
と
学
生
と
の
採
用
就
職
活
動
支
援
と
原
子
力
産
業
へ
の

理
解
向
上
を
目
的
と
す
る
「
原
子
力
産
業
セ
ミ
ナ
ー
二
○
二
六
」

（
主
催
＝
日
本
原
子
力
産
業
協
会
・
関
西
原
子
力
懇
談
会
）
が

一
○
月
一
四
日
、
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
港
区
）

で
開
催
さ
れ
た
。
主
に
二
○
二
六
年
に
卒
業
予
定
の
大
学
・
大

学
院
生
・
高
専
生
が
対
象
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
一
○
月
五
日
に
、
大
阪
市
内
で
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。
出
展
企
業
・
機
関
数
は
両
会
場
で
延
べ
八
九
ブ
ー
ス
（
東

京
会
場
四
六
ブ
ー
ス
、
大
阪
会
場
四
三
ブ
ー
ス
）
と
、
二
○
○

六
年
度
の
初
回
開
催
以
降
で
最
多
。
ま
た
、
来
場
者
数
は
、
計

四
三
三
名（
東
京
会
場
二
二
三
名
、大
阪
会
場
が
二
一
○
名
）だ
っ
た
。

　

今
回
、
両
会
場
と
も
に
初
出
展
し
た
非
破
壊
検
査
は
、
原
子

力
に
限
ら
ず
、
高
経
年
化
が
進
む
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
健
全
性
確

保
を
支
え
る
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
的
な
企
業
だ
。
同
社
の
担

当
者
は
、
こ
れ
ま
で

蓄
積
し
て
き
た
技
術

力
や
そ
の
ニ
ー
ズ
に

関
し
て
「
知
ら
な
い

学
生
が
圧
倒
的
に
多

い
。
も
っ
と
目
を
向

け
て
欲
し
い
」
と
訴

え
、
幅
広
い
分
野
の

学
生
ら
か
ら
の
関
心

に
期
待
を
寄
せ
た
。

同
社
の
技
術
は
今
年

開
業
六
○
年
を
迎
え

る
東
海
道
新
幹
線
の

レ
ー
ル
探
傷
に
も
係

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
こ
う
い
っ
た
仕
事
が
あ
る
、
技
術

基
盤
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
初

参
加
に
際
し
て
の
意
気
込
み
を
話
し
た
。

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
担
当
者
は
「
自
立
心
、情
熱
、

多
様
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
」
人
物
像
を
標
榜
。「
研
修
制
度

も
充
実
さ
せ
て
い
る
」
と
話
し
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な

ス
キ
ル
、
現
場
見
学
の
他
、
部
門
ご
と
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
よ
う
努
め
て
い
る
と
い
う
。

　

行
政
機
関
と
し
て
近
年
、
毎
回
参
加
し
て
い
る
原
子
力
規
制

庁
の
担
当
者
は
、
官
庁
訪
問
な
ど
、
採
用
に
向
け
た
努
力
の
一

方
で
、
国
家
公
務
員
全
般
を
通
じ
「
定
員
割
れ
が
生
じ
て
い
る
」

と
人
材
確
保
の
厳
し
さ
を
強
調
。
ブ
ー
ス
で
は
今
回
も
、
頻
繁

に
説
明
時
間
を
設
け
て
お
り
、
新
卒
に
限
ら
ず
、
経
験
者
採
用

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
状
況
だ
。
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
観
点
か
ら
、

入
庁
後
は
、
通
常
業
務
を
離
れ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
研
修

シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
も
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
に
初
回
よ
り
参
加
し
て
い
る
原
子
力
発
電
環
境

整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
の
担
当
者
は
、
学
生
の
感
触
と
し
て
、

地
層
処
分
に
関
し
「
初
め
て
聞
く
」
と
い
う
人
が
多
い
と
話
す
。

北
海
道
の
寿
都
町
・
神
恵
内
村
で
は
、
処
分
地
選
定
に
向
け
た

文
献
調
査
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
進
展
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
意

識
」
を
持
つ
人
材
に
期
待
。
長
期
に
わ
た
る
処
分
事
業
の
理
解

に
向
け
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
若
手
タ
レ
ン
ト
を
起
用
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
の
公
開
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
も
次
世
代
層
へ

の
啓
発
に
向
け
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
出
前
授
業
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

　

一
○
月
に
日
立
造
船
か
ら
社
名
変
更
し
た
カ
ナ
デ
ビ
ア
（
株
）

は
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
「
技
術
の
力
で
、
人
類
と

自
然
の
調
和
に
挑
む
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
を
強
調
。
新
社
名
は

「
カ
ナ
デ
」（
奏
で
る
）
と
「
ビ
ア
」（
Ｖ
Ｉ
Ａ
・
道
）
を
合
わ
せ

た
造
語
に
由
来
。
原
子
力
関
連
で
は
、
主
に
海
外
向
け
の
使
用

済
み
燃
料
輸
送
容
器
製
造
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
幅
広
く

環
境
保
全
の
面
で
企
業
価
値
向
上
に
努
め
て
お
り
、
今
回
は
主

に
工
学
系
の
学
生
か
ら
関
心
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。

　

今
回
、
同
セ
ミ
ナ
ー
の
来
場
者
数
は
前
年
度
よ
り
微
増
と
な
っ

た
が
、
系
列
企
業
の
各
ブ
ー
ス
を
回
り
熱
心
に
説
明
を
聞
く
理
系

学
生
グ
ル
ー
プ
や
、
核
融
合
や
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）

に
関
し
て
質
問
が
交
わ
さ
れ
る
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
原
子
力
産
業
に

対
し
て
熱
意
の
あ
る
学
生
ら
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。（
以
上
、
原

子
力
産
業
新
聞
記
事
「「
原
子
力
産
業
セ
ミ
ナ
ー
二
○
二
六
」
開
催 

ブ
ー
ス
出
展
社
数
は
過
去
最
高
」
よ
り
転
載
。
図
中
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
）

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に
生

き
る
動
物
（
そ
の
四
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
二
頭

立
て
の
馬
車
が
走
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
フ
ィ
ア
カ
ー

と
い
い
、
一
九
世
紀
ま
で
は
タ
ク
シ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
が
、

今
や
観
光
客
向
け
に
大
人
気
。
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
寺
院
の
裏
手
に

は
フ
ィ
ア
カ
ー
が
た
く
さ
ん
止
ま
っ
て
客
待
ち
を
し
て
い
る
。

料
金
は
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
約
二
○
分
）
が
六
○
ユ
ー
ロ
、
ロ

ン
グ
コ
ー
ス
（
約
四
○
分
）
が
一
○
五
ユ
ー
ロ
。
御
者
が
主
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
英
語
で
案
内
し
て
く
れ
る
。
馬
た
ち
は
、
観

光
の
な
い
時
間
帯
に
は
街
の
厩
舎
で
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
厩
舎

で
は
馬
た
ち
が
休
憩
し
、
食
事
・
健
康
管
理
が
行
わ
れ
、
獣
医

に
よ
る
定
期
診
断
も
受
け
て
い
る
。
こ
の
他
、
王
宮
す
ぐ
脇
の

ス
ペ
イ
ン
乗
馬
学
校
で
は
、
リ
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
ナ
ー
種
の
白
馬
た

ち
が
訓
練
さ
れ
、
観
光
客
向
け
に
六
～
八
頭
が
音
楽
に
合
わ
せ

華
麗
な
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て
い
る
。
牡
馬
の
性
格
と
体
力
が
演

目
に
適
す
る
た
め
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
白
馬
は
全
て
牡

馬
で
あ
る
。
乗
馬
学
校
が
設
立
さ
れ
た
一
六
世
紀
に
、
当
時
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
優
れ
た

馬
を
輸
入
し
、
そ
の
血
統
を
も
と
に
改
良
を
重
ね
た
た
め
、「
ス

ペ
イ
ン
」
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
市
北
区
の
上
賀
茂
神
社
で
は
、
白
毛
の
神
馬
（
し

ん
め
）
と
呼
ば
れ
る
神
聖
な
馬
が
飼
わ
れ
、
有
名
な
葵
祭
や
賀

茂
祭
な
ど
に
登
場
す
る
。
神
馬
は
、
神
社
の
守
護
者
や
神
様
の

お
使
い
と
し
て
特
別
な
存
在
と
さ
れ
、
祭
事
に
は
多
く
の
参
拝

者
に
神
聖
な
存
在
と
し
て
拝
ま
れ
て
い
る
。
普
段
は
神
社
内
の

厩
舎
に
て
大
切
に
飼
育
さ
れ
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
参
拝
者
が

厩
舎
で
神
馬
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
京
都
市

内
や
そ
の
周
辺
地
域
に
は
、
い
く
つ
か
乗
馬
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

乗
馬
愛
好
者
や
観
光
客
が
利
用
し
て
い
る
。
時
代
祭
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
の
馬
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
時
代
祭
で
は
約
三
○
頭
の
馬
が
行
列
に
参
加
す
る
が
、
こ

れ
ら
の
馬
は
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
装
束
を
身
に

つ
け
た
騎
馬
武
者
や
役
人
、
神
職
に
乗
ら
れ
て
登
場
す
る
。
馬

は
普
段
は
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
経
験
豊
富
な
飼
育

者
に
よ
っ
て
管
理
・
飼
育
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
祭
の
前
に
、

平
安
神
宮
や
京
都
市
街
を
練
り
歩
く
行
列
に
向
け
て
、
当
日
の

行
列
や
大
勢
の
観
衆
、
音
な
ど
に
慣
れ
る
た
め
の
準
備
が
行
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
京
都
大
学
や
立
命
館
大
学
な
ど
の
馬
術
部
で

も
馬
を
飼
育
・
訓
練
す
る
と
と
も
に
、
競
技
会
へ
の
参
加
や
部

内
活
動
を
通
じ
て
、
馬
術
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
勤
務

時
に
家
族
で
一
度
だ
け
フ
ィ
ア
カ
ー

に
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
思
っ
た
よ

り
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
爽
快
だ
っ
た
。

上
賀
茂
神
社
の
神
馬
も
時
代
祭
の
馬

の
行
列
も
見
た
が
、
学
生
時
代
に
赤

い
乗
馬
服
を
着
た
京
大
馬
術
部
の
女

学
生
が
市
電
通
り
を
馬
に
乗
っ
て
一

人
闊
歩
し
て
い
る
の
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
眩
し

そ
う
に
見
て
い
た
女
性
の
姿
を
今
も
覚
え
て
い
る
。
今
月
も
両

地
に
生
き
る
動
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し

つ
つ
、
フ
ィ
ア
カ
ー
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　

 

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　

 　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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